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　地元自治体である山口市から当路線の整備要望が毎年寄せられており、事
業の推進にあたっての協力体制が整っている。また、地元住民は事業に協力
的であり、事業用地の取得も完了している。

　国道９号に接続する県道小郡三隅線・新町交差点と県道新山口停車場上郷
線・柳井田交差点は、死傷事故率が高いことから、交差点改良等の交通事故
対策が急務である。
（新町交差点の死傷事故率　：H23(前回)県平均の約4倍 → H28 約4倍）
（柳井田交差点の死傷事故率：H23(前回)県平均の約2倍 → H28 約2倍）

　また、県道新山口停車場上郷線・柳井田堤踏切及び市道新町岡田線・上郷
西踏切は、平成29年1月に改正踏切道改良促進法に基づき、改良すべき踏切
道に新たに指定されており、早期に対策を講じる必要がある。

　当事業の実施により、両交差点における死傷事故率の低減が期待されると
ともに、通学路としての安全性が向上することから、当事業の必要性は依然
として高い。
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再 評 価 項 目 調 書

　主要地方道小郡三隅線は、山口市小郡上郷を起点とし、美祢市美東町を経由して長門市三隅上
へ至る幹線道路であり、山陽と山陰を結ぶ主要な路線の一つである。
　当該路線と市道新町岡田線は、国道9号の新町交差点において食い違いに交差していることか
ら、交通事故が多発している。また、国道9号に接続する一般県道新山口停車場上郷線は、小郡
小の通学路であるにもかかわらず、歩道が未整備であり、道路幅員が狭小であることから、児童
をはじめとする歩行者及び自転車利用者の安全な通行に支障をきたしており、その課題解消が急
務となっている。
　このため、新町交差点において、県道新山口停車場上郷線を国道9号と十字に交差するよう付
け替えるとともに、新たに自転車歩行者道を整備し、JR山口線と立体交差させることにより、
交通事故を防止し、安心・安全な道路交通環境を確保するものである。

交差点改良、踏切道の立体交差化
○延　　長　　Ｌ＝６１0ｍ
○幅　　員　　全幅１２．０ｍ（車道3.25×２＝6.5ｍ　片側自転車歩行者道3.5ｍ）
○道路区分　　第３種第２級
○計画交通量　１0，1００台／日

○新町交差点の交差点改良及び踏切道の立体交差化により、安全で円滑な交通が確保されること
から、交通事故の減少に伴う死傷事故率の低減が期待できる。
（新町交差点の死傷事故率　（H28）：　151.1件/億台キロ＞山口県平均39.2件/億台キロ）
（柳井田交差点の死傷事故率（H28）：  　81.2件/億台キロ＞山口県平均39.2件/億台キロ）

○県道新山口停車場上郷線をJR山口線と立体交差させることにより、道路利用者の安全性が向
上するとともに定時性が確保される。

○県道新山口停車場上郷線に自転車歩行者道を整備することにより、通学する児童をはじめとす
る歩行者及び自転車利用者の安全性が向上する。
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【費用対効果分析手法】

【事業費の変化】　 有 無

【事業期間の変化】 有 無

● 継続 ○ 見直し継続 ○ 中止
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　事業用地の取得は完了しており、今後計画的な事業進捗が見込まれることから、引
き続き当該道路の整備を進める。

備 考

　事業の必要性、整備効果を勘案し、事業継続が妥当と判断する。

　・低振動、低騒音機械を使用する。
　・工事により発生する濁水の流出を防ぐため、沈砂池や濁水処理フィルター等を設置する。

　発生土砂の現場内流用や他工事への流用を積極的に行い、土砂の有効利用
を図る。

　安全性、経済性、施工性を総合的に勘案し、最適なルート選定をしている
こと、また、事業に必要な用地の取得が完了していることから、計画どおり
進めることが妥当と考える。

　以下の理由から、事業期間を令和８年度まで延伸する。
　・事業用地の取得に時間を要したこと。
　・渡河橋設置箇所に隣接して柳井田水源地が立地しており、下部工工事で発生する濁りによる
　　上水への影響が懸念されていたが、今後、同水源地の改修により令和６年度までに濁水処理
　　施設が新設される予定であることから、当該施設の設置後に工事に着手することで、水質へ
　　の影響を最小限に留めることが可能となること。
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①事業費

②維持管理費

③その他

　総費用

費用便益比（B／Ｃ）

区分 主な項目

②走行経費減少便益

(基準年：　　)

（単位：百万円）

③交通事故減少便益

　総便益

費用
(Ｃ)

①走行時間短縮便益

便益
(B)

④その他の便益

今　回（再評価・再々評価）

備　考

交通安全事業は、交通事故を抑止し、歩行者等の
通行の安全を確保するために、交差点改良、歩道整
備等を実施する事業であり、便益の計算手法が確立
されていないため、費用対効果分析は行っていない。
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主要地方道小郡三隅線【小郡上郷】　交通安全事業

食い違い交差の状況（新町交差点） 県道新山口停車場上郷線の状況（柳井田堤踏切）

※この地図は、国土地理院地図（電子国土Web）の一部を掲載したもの。
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